
■特集

ま
ち
づ
く
り
は 

人
づ
く
り
か
ら

　「
明
日
を
担
う
子
ど
も
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
」
こ
と
は
、
き
ら
め
く
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
最
も
重
要
な
目
標
の
一
つ

で
す
。
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
い
ず
れ
も
「
家
庭
」「
学
校
」「
地
域
」
の
協
働
で
推
進
す
る
２
つ
の
事
業
、「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す

る
風
土
（
人
）
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
「
草
の
根
活
動
」
と
、「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
」（
学
力
向
上
推
進
事
業
）
を
紹
介
し
ま
す
。

「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す
る
風
土
（
人
）
づ
く
り
」
事
業

草
の
根
活
動

学
力
向
上
推
進
事
業

ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン

　

昨
年
２
月
に
作
成
し
た
、「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す

る
風
土
（
人
）
づ
く
り
“
鳥
取
市
版
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
”」（
市
報
１
月
号
で

紹
介
）
に
お
い
て
「
め
あ
て
」
と
す
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
、
地
域
や
家
庭
、
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
「
草

の
根
」
的
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
18
団
体
が
実
施
予
定
で
す
。

モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり

鳥取市版スタンダード（抜粋）

家
庭

地
域

学
校
（
園
）

めあて
●返事・あいさつができる子
●「ありがとう」「ごめんなさい」が言える子
●家（家庭）の仕事をする子
●家（家庭）のきまりごとをまもる子
●早起きをする子

めあて
●返事・あいさつができる子
●言葉づかいを大切にする子
●すすんで掃除ができる子
●集団（みんな）のルールやきめごとをまもる子

めあて
●あいさつができる子
●地域の行事や活動に参加する子
●住んでいる地域をきれいにする子

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
三
位
一
体
（
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
）
と
な
っ
て
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
学
校
区
ご
と
の
取
り
組
み
な

の
で
、
小
学
校
と
中
学
校
が
連
携
し
て
年
代
間
の
協
調
や
学
び
の
連
続
を

実
現
で
き
る
こ
と
、
広
い
エ
リ
ア
で
立
場
を
越
え
た
人
間
関
係
を
形
成
で

き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
今
年
度
は
18
中
学
校
区
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

学校

家庭 地域

協働

学校の役割
●学習状況の実態把握と分析
●保護者向けの授業の実施
●家庭・地域への広報活動

家庭の役割
●家庭学習の呼びかけと実態把握
●子どもとの会話・話し合い
●授業支援ボランティアへの参加

地域の役割
●ボランティアなど体験学習への協力
●ゲストティーチャーとしての授業参加
●教育コミュニティ誌の発行

トリニティープランの概要
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まちづくりは人づくりから

問い合わせ先　市役所第 2 庁舎学校教育課  （0857）20-3357

津
ノ
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み

　

あ
い
さ
つ
や
生
活
習
慣
、
環
境
保
護
に
関

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
み
ん
な
が
気
づ

い
た
こ
と
を
表
す
「
標
語
」
を
募
集
し
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
標
語
を
看
板
に
し
て
掲
示
す

る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
生
活
や
行
動
を
見
直

し
、
気
持
ち
よ
く
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の

心
が
け
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

【
集
ま
っ
た
標
語
】

エ
コ
さ
が
し
と
く
い
に
な
ろ
う
津
ノ
井
っ
子

あ
い
さ
つ
は
心
を
　
つ
な
ぐ
ま
ほ
う
の
言
葉

富
桑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み

　

参
観
日
の
保
護
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
啓

発
に
よ
り
、
参
観
中
の
私
語
や
携
帯
電
話
の

利
用
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
参
観

日
に
保
護
者
が
同
伴
し
て
登
校
す
る
「
カ
ル

ガ
モ
登
校
」
に
よ
り
、
安
全
が
確
保
で
き
る

と
と
も
に
、
児
童
・
保
護
者
と
も
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
あ
い

さ
つ
標
語
」
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

【
集
ま
っ
た
標
語
】

あ
い
さ
つ
は

　
笑
顔
づ
く
り
の
第
一
歩

あ
い
さ
つ
は
心
を

　
つ
な
ぐ
リ
ボ
ン
だ
よ

気
高
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

取
り
組
み

　

家
庭
学
習
啓
発
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。
生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
も
合
わ
せ
て
実
施
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
校
時
に
生
徒
や
先

生
が
校
門
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
「
や
ま
び
こ
運
動
」

を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
朝
に
快

活
な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
生

徒
学
習
会
を
開
催
し
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
は
、
便
利
さ
と
危

険
が
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。

【
寄
せ
ら
れ
た
感
想
】

「
本
当
に
携
帯
電
話
が
必
要
な

の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

「
携
帯
電
話
を
持
て
ば
安
心
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は

安
全
と
は

違
う
も
の

な
ん
だ
と

分
か
り
ま

し
た
」

※紹介した活動は、いずれも平成 19 年度に行われたものです。

高
草
中
学
校
区
の
取
り
組
み

　

高
草
中
学
校
と
大
正
・
東
郷
・
明
治
・
世
紀
小
学
校

で
は
、「
元
気
よ
く
響
け
音
読
、
わ
が
町
に
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

小
学
校
間
、
あ
る
い
は
小
中
学
校
間
の
授
業
の
公
開

や
交
換
な
ど
に
よ
り
、
校
区
全
体
で
の
生
徒
や
家
庭
、

先
生
の
意
思
疎
通
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
小
学
校
低
・
中
・

高
学
年
と
中
学
校
の
４
段
階
に
分
け
て
作
成
し
、
各
家

庭
に
配
布
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の
学
習
意
欲
を
喚
起

し
、
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い
た
家
庭
で
の
学
習
時
間
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
た
か
く
さ
」
の
４
文
字
を
セ
ン
テ
ン
ス
の

頭
文
字
に
し
た
学
習
標
語
を
各
校
に
設
置
し
、
地
域
の

学
習
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

河
原
中
学
校
区
の
取
り
組
み

　

河
原
中
学
校
と
河
原
第
一
・
散
岐
・
西
郷
小
学
校
、

河
原
幼
稚
園
で
は
、「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
家
庭
学
習
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
全
戸
に
配
布
し
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
の
目
安

を
家
族
に
も
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
３
年
生
が
幼
稚
園
で
１
年
間
継
続
し

て
保
育
実
習
を
行
う
こ
と
で
、
中
学
生
の
人
間
関
係
形

成
の
実
践
や
自
己
肯
定
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
町
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
、
地
域

住
民
有
志
が
面
接
官
を
務
め
る
中
学
３
年
生
の
入
試
模

擬
面
接
な
ど
、三
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
標
語
の
人
気
投
票

親子いっしょに「カルガモ登校」

あいさつを交わす「やまびこ運動」
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